
 
 

2020 年 9 月 18 日 

アセットマネジメント One オルタナティブインベストメンツ株式会社 

株式会社みずほ銀行 

 

日本貿易保険を活用した資産運用会社による本邦機関投資家への 

海外インフラプロジェクトに対する新たな投資機会の提供について 
 

アセットマネジメント One オルタナティブインベストメンツ株式会社（代表取締役社長：

佐々木 裕介、以下「AMOAI」）と株式会社みずほ銀行（頭取：藤原 弘治、以下「みずほ銀行」）

は、2020 年 9 月、株式会社日本貿易保険（代表取締役社長：黒田 篤郎、以下「NEXI」）と連

携し、NEXI のインフラファンドに対する海外事業資金貸付保険を付保する投資スキームを

活用することで、AMOAI が運用するインフラデットファンド（以下「本ファンド」）を通じ、

本邦機関投資家である全国共済農業協同組合連合会（代表理事理事長：柳井 二三夫、以下

「JA 共済連」）に海外インフラプロジェクトへの投資機会を提供しました。 

 

本件は、2019 年 6 月に NEXI がみずほ銀行をはじめとする民間金融機関との間で締結した

「インフラファンド及びプロジェクトボンドの活用に向けた業務協力に関する覚書」に基づ

くもので、NEXI がインフラファンドに対して保険を付保する初めての案件です。 

日本国政府が掲げるインフラシステムの海外輸出強化を柱とする成長戦略の中で、世界の

膨大なインフラ投資需要に対応するためには、機関投資家を含めた新たな投資家を発掘する

ことが期待されています。 

 

本投資スキームでは、みずほ銀行が保有する英国・都市間高速鉄道プロジェクト向けロー

ン債権を、AMOAI が運用する本ファンドに譲渡します。NEXI は本ファンドを被保険者とする

海外事業貸付保険を付保し、JA 共済連は本投資スキームの第 1 号投資家として、本ファン

ドを通じて海外インフラプロジェクトへ投資します。なお、本ファンドは投資プロセスにお

いて、ESG の視点を考慮しており、また投資案件がもたらすインパクト評価を通じて SDGs の

達成に取り組んでいます。 

 

 AMOAI は、2016 年より機関投資家の資金の受け皿として複数のグローバル・インフラデッ

トファンドを運用しています。投資哲学として「エッセンシャリティー（Essentiality）」

をキーワードとし、国・地域・社会に必要不可欠なインフラストラクチャー事業への投資を

行うことに専念し、グローバルに分散された良質なポートフォリオを構築しています。 

今後もインフラ投資に強みを持つ資産運用会社として、国内外の機関投資家向けに長期安

定的なインカムを提供していきます。また本投資スキームの開発に代表されるように、機関

投資家の運用ニーズに応えるべく、新たな運用プロダクトの開発にも注力していきます。 

 

 みずほ銀行は、今後も海外インフラ投融資に対する機関投資家の戦略的パートナーとして、

グループ横断で高度な専門性を発揮し、海外プロジェクトファイナンス分野への取り組みを

一層強化するとともに、当該分野でのさらなるプレゼンス向上を目指していきます。 



 
 

 

【スキーム図（概要）】 

 

 

 

以  上 

【本件に関するお問い合せ先】 

アセットマネジメント One オルタナティブインベストメンツ 企画管理部 03-5221-1340 

みずほ銀行 コーポレート・コミュニケーション部 03-5252-6574 


